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福井ガバナーエレクトの国際協議会 壮行会 2015 年 12 月 20 日  ポルタス・センタービル１階 
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 第 2640 地区ジャパンナイト  

5 月 28 日（土）19：00～ ハヌソ(会賢店) 
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2 月 27 日 本会議（ルミエール華月殿） 

RI 会長代理歓迎晩餐会（ホテルアバ

ローム紀の国）  

2 月 28 日 本会議、記念講演ほか（和歌山県民

文化会館大ホール） 



          

 

１月のＲＩ会長メッセージ 

 

あなたの影響力を増やしましょう 

 

R I 会長  ラビンドラン 

 親愛なるロータ

リアンの皆さん、ヒ

ンズー教には、ショ

ーナカとアビプラ

タリという二人の

聖人にまつわる伝

説があります。彼ら

は、風の神、プラナ

を崇拝していまし

た。ある日、二人が

昼食を食べようと

まさに座ろうとし

た時、一人のあわれな学生が戸をたたき、

食べものを恵んでくれと頼みました。 

 

「少年よ、食事の邪魔をしないでくれ」と

いう返事に学生は驚きましたが、とても空

腹だったため、食い下がりました。 

 

「高貴なお方たちよ、あなた方はどの神を

崇拝していますか」 

 

「風の神、プラナだ」と二人はいらいらし

ながら答えました。 

 

「世界は風に始まり、風に終わります。そ

して、その風は宇宙全体にいき渡るものだ

ということをご存じですか」 

 

二人の聖人は、この無礼な来訪者へのいら

立ちを募らせ、「そんなことは当然知ってい

る！」と答えました。 

 

「それなら」と学生は続けます。「プラナが

宇宙にいき渡るなら、私にもいき渡るはず

です。なぜなら私も宇宙の一部だからです。

あなた方の前に立って少しの食べものを乞

うこの飢えた体の中にも、プラナはいるの

です！ ですから、私に食べものを与える

のを拒むということは、あなた方が信奉す

る神そのものを拒むことなのです」 

 

 学生のこの言葉に真実を悟った聖人たち

は、彼を家に迎え入れ、食事を分かち合い

ました。そして二人は、助けを求める人に

手を差し伸べることは、その人だけでなく、

より壮大な目標に達することだと悟ったの

です。 

 

 ロータリーでの経験は、たいていの場合、

地域社会に根づいたものです。私たちは毎

週、同じ場所で、同じ仲間と会います。多

くの会員がなんらかの形で国際奉仕に関わ

る一方で、日々目にし、共有しているロー

タリーは地元色が濃いものです。そのよう

な中で、より広い視野や奉仕の真の意味を

見失うのはたやすいことです。 

 

 個人であれ、クラブを通してであれ、ロ

ータリアンとしての皆さんの影響力は、数

が多ければ多いほど増していきます。一人

の飢えた人に食べものを与える時、読み書

きのできない人に教育の機会を与える時、

一人の子どもを疾病から守る時、その影響

力はごくわずかのように思えるかもしれま

せんが、決してそんなことはありません。

私たち一人ひとりの活動や贈り物の力があ

ってこそ、数の力が発揮でき、すなわち私

たちが目指す「世界へのプレゼントになろ

う」という真の影響力を持つことができる

のです。 

 

K. R. RAVINDRAN 

PRESIDENT,ROTARY 

INTERNATIONAL 



          

  

１月のガバナーメッセージ 

 

「職業奉仕月間」 

 

国際ロータリー第 2640 地区  

ガバナー 辻   秀 和 

 

 国際ロータリー

第 2640 地区のロー

タリアンのみなさ

ん、明るい地区の未

来が、 

現実に輝き始めま

した。長いトンネル

を抜け出し、今まさ

に再出発の新年です。 

 

ロータリアンとして、意欲を高め、新た

な視点で考え、お互いあるがままに意見交

換をする。クラブや地区を成功に導くヒン

トとなる特別ゲストの講演やプレゼンテー

ション、アイデア交換、円卓会議、ワーク

ショップなど活動のプログラムは、盛り沢

山あります。 

地区では、このようなことが、落ち着い

て進められる環境が、整ってきました。 

 

ロータリーの神髄は「理論から実践」で

す。いかに老若男女問わずバランスよく親

睦の輪を広げつつ、ともに行動し汗を流す

ことが大切です。 

 

ロータリアンには、不可能を可能にする

組織力、人材、人脈、ノウハウと何よりも

強い意思があります。 

 

自身の体験・経験を活かし、その能力を

最大限に発揮し、職業を通じて地域社会や

世界に向けて「世界へのプレゼント」にな

るものを、発信できると信じます。 

 

 

 

 

 

 

 

新年を皆さまとともに祝い、素晴らしい

近未来を信じて前進しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



          

 

ロータリーの変化への対応 

ガバナー補佐 上野山 英樹 

 

辻 秀和ガバ

ナーの２度目の

着任をみて当

2640 地区にも

やっと落ち着き

を覚えるように

なりました。 

 さて、私たち

はこれまでロータリーの２つのモット

ーと決議２３－３４さらに四つのテス

トでロータリーの理念や職業倫理の重

要性を学んできました。しかし、ロータ

リーは 21 世紀に入りその組織や体質が

大きく変わり始めました。 

 

とりわけ当地区にあっては、混乱にあ

った５年ほどは地区とクラブの接点が

失われ、ロータリーを論じ合う雰囲気が

極めて希薄な状況が続きました。この間

ロータリーは急激な変化をしています。

①は情報のウェブ化であります。ＲＩや

地区の情報は全てウェブに変わり、これ

を利用するかしないかで「情報格差」が

益々広がってきます。②例会の在り方と

その意義についてであります。Ｅクラブ

の出現等新しいクラブ形態の提唱によ

り、毎週顔と顔を合わせ培われる例会に

於ける「親睦と修練」の機会が減少傾向

にあります。さらに本年ＲＩは柔軟なク

ラブ運営のために「重要なのは出席では

なく参加です」との提唱がありました。

これによってこれまでの例会の在り方

に影響が出てきます。③は戦略計画であ

ります。これはＤＬＰとＣＬＰの延長線

上にあるもので、この目標は「クラブの

サポートと強化」「人道的奉仕の重点化

と増加」「公共イメージと認知度の向上」

の３分野で示め

されています。

そして奉仕プロ

グラムは単年度

方式から継続プ

ログラムが推奨

されています。

しかし注意すべきはここには職業奉仕

についてはほとんど触れられておりま

せん。 

  

この時にあって私達には今までとは

違ったかなり柔軟な対応が求められ、そ

の上で「どの変化を受け入れ何を守り通

すことが必要か」を各クラブがまたそれ

ぞれのロータリアンが検証する必要が

あると思います。ほどなく 2016 年度の

ＲＩ規定審議会が開催されますが、また

新しい変化があるかもしれません。 
 



          

 

「職業奉仕月間」によせて 

地区職業奉仕委員長  岡 正孝 

 

会員の皆さんは、

日常の生活や職場、

地域社会において、

ロータリーの心を

遺憾なく発揮して、

ご活躍のことと思

います。 
 この特別月間に

「職業奉仕」とい

う概念を更によく

理解して行動を起こしましょう。 
ロータリーは創設当初より、事業と専門

職における高潔性を土台とする理念を築い

てきました。ロータリークラブおよび個々

のロータリアンは、職業奉仕に献身し、す

べての取引において高い倫理基準を守るよ

うに尽力しています。これらのことは、ロ

ータリーの目的（網領）、中核的価値観（奉

仕、親睦、多様性、高潔性、リーダーシッ

プ）、四つのテストおよびロータリーの行動

規範（以前の「ロータリーの職業宣言」）に

て要約され、世界各地で活動するロータリ

ークラブおよびロータリアンによって実行

されているものです。 
 他団体には決してない、この崇高な「職

業奉仕の概念」が根本にあることが、ロー

タリーを特色づけています。 
 ロータリーとは一つの人生哲学であり、

「超我の奉仕」や「最もよく奉仕する者、

最も多く報いられる」（アーサー、Ｆ、シェ

ルドン）という実践倫理の原理に基づくも

のです。 
 ロータリーの標語は「Ｉ Ｓｅｒｖｅ」

です。すなわち、ロータリーの奉仕とは、

個人の職業倫理に基づいて、奉仕の心を社

会に実践するものであり、そのため、一人

ひとりが導徳心（倫理）を学び、人格を上

げるように常に努力する必要があります。 
 多様な職業分類の中から、一専門業種を

代表して入会してこられたロータリアンと

しては、「利己と利他との調和」がとれるよ

うに、すなわち自分や自社の利益のみを追

求するのではなく、従業員、取引先、顧客、

同業者なども共に喜びあえるような発展の

仕方を実践し、公正に務め、尊重の念をも

って接し、互いに信頼関係を構築していく

ことが大切です。 
 そして、自らの職業的スキルを有効に使

って、地域社会の生活の質を高めることが

求められています。 
 それでは、どうしたらこのように尊敬さ

れるロータリアン、経営者（リーダー）に

なれるのでしょうか？このためには、常に

自分を律し、誇りをもって正道を歩み、品

格や人間力を鍛える努力を惜しまないこと

です。常に従業員や社会の模範となれるよ

うに行動しなければいけないでしょう。 
近年、相次ぐ企業の不正やいわゆるブラ

ック企業が問題になっています。混迷の時

は歴史に学ぶことも一つの方法ではないで

しょうか。日本人には昔から茶道に代表さ

れるような「おもてなし」の文化が根付い

ています。近江商人（三方よし）、石田梅石

（商人であっても、仁義礼智信を守ること）、

松下幸之助（物を作る前に人を造る）、新渡

戸稲造（武士道）などの思想も参考にする

とよいでしょう。実は人間の精神のエネル

ギー、スタミナは歳を重ねるに従い高まっ

ていくのです。 
さいごに、「四つのテスト」「ロータリー

の行動規範」等について例会などで話し合

う時間を是非もって頂きたいと思います。

あなたの職場で倫理に関する研修を行うな

ど、色々な有効なプログラムを考え行動を

起こして下さい。 
 



          

地区活動報告 

青少年交換委員会報告  

地区青少年交換委員 山田 正人 

 
12 月 19 日、りんくう国際物流センター

において、地区青少年交換委員会を開催い

たしました。忘年会を兼ねた派遣留学生オ

リエンテーションとして、辻ガバナーはじ

め、青少年交換委員会の各委員など、ロー

タリアン 10 名、ＲＯＴＥＸメンバー６名、

受入留学生７名、派遣留学生６名、ホーム

ステイ家族など５名が参加しました。 
 受入留学生は日本語で２分間のスピーチ

があり、どの生徒も一生懸命練習してきた

ようで、特に遅れて日本に来たタイのチャ

リタは全文暗記して臨みました。とてもう

まく話せました。キャサリンが 1 月 9 日に

帰国と言うことで、１年間の留学の成果を

示してくれました。こちらも、とても流暢

な日本語で、この１年を振り返り感謝の言

葉を繰り返していました。辻ガバナーから、

終了証書を受け取り感無量の表情でした。 
 派遣留学生のスピーチは、英語でとお願

いしていたが、多くは、日本語で話しまし

た。10 月から、少しづつ、各クラブの例会

などで、スピーチしていることもあり、自

己紹介も慣れてきて堂々と話が出来るよう

になっていました。英語で話をしてくれた

人たちは、素晴らしい頑張り屋さんたちで、

来年８月からの留学が楽しみです。 
 その後、「忘年会」を実施し、ＲＯＴＥＸ

のメンバーが担当しました。例年とは違っ

て、受入留学生と派遣留学生がグループに

なって、６チームを作り、正解した回数で、

お菓子をもらえると言う新しい趣向でした。

とても面白い企画で、仲良くなれたようで

す。終始、和やかに交流し、素晴らしい会

になりました。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



          

地区活動報告 

米山学友総会 

    米山学友小委員長 山本 佳弘 

12 月 19 日に岸和田グランドホールにて、

ロータリアン 17 名、学友（現役奨学生含む）

27 名、子供 2 名の 36 名参加で RI2640 地

区米山学友総会が開催されました。 
学友会報告、2009-2011 ドゥワル，キラ

ン，スルヤ（ネパール）君、2010-2011 シ

ャヘドザデ ショルブラグ，べヘナム君の

熱のこもった報告がありました。 
2 部のクリスマス懇親会の、ビンゴゲーム

はビンゴ当選者に自己紹介では無くロータ

リークイズが出題され、会場の笑いを誘い

ました。 
昨年度立ち上げ直して 2 回目の総会にな

りますが、学友たちは色々と趣向を凝らし

て開催してくれました。この活動を少しで

も多くのロータリアン、学友に広げて色々

な活動に参加して頂ければと思います。 
 

学友会会長  曲 航 萍 

第 2640 地区米山学友総会は、旧年を送り、

新年を迎え、忘年会、クリスマスパーティ

ーで忙しい時期に開催されましたが、大勢

のロータリアン、現役及び OB&OG の出席

いただき、大変光栄だと思います。二回目

の総会で、準備バタバタして、考え不足な

ところがあると思います。参加者の皆様の

ご理解いただけるなら嬉しく思います。 
総会の準備は学友会役員及び相談役のご

協力をいただき、時間をかけて何回も打ち

合わせして、みんなの積極的な意見交換、

アイディア発表するなど努力を通して、19
日無事に開催できました。 

過去の一年を振り替えてみると、学友会

は親睦活動だけではなく、国際奉仕、地域

連携などにも力を尽くしました。ネパール

大地震支援、ミャンマー洪水災害支援、微

力ですけど、学友会は奉仕の一歩を踏み出

して、これからもこの道をずっと歩んでい

きたいと思います。 
一年間の成長はロータリアンの方々の支

援、支えに欠かせないです。元米山奨学生

の OB&OG は活動を通して、職場の悩みの

交流、現役と社会経験者の共有しています。

これは学友会をずっと支えてくれいるロー

タリアンたちの目的の一つです。学友会は

一人で夢を持って外国で頑張っている現役

と OB&OG を応援します。学友会は架け橋

として、ロータリアンと外国人の私たちの

交流機会を提供します。学友会は職場で頑

張っている、社会生活の中で戦っている

OB&OG を支えます。新しい一年で、若く

て、元気な、多彩な学友会の活動に是非参

加してください。ご応援よろしくお願いし

ます。 



          

地区活動報告 
 

 

 

 

 

 

 

 

12 月 25 日 AM 結団式関西国際空港 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インターアクトクラブ 

海外研修 台湾国際理解の旅 
 2015 年 12 月 25 日（金）～28 日（月） 

12月25日AM 結団式関西国際空港

12月25日PM 台湾台中RID3460地区との交流会   台中RID3460地区IAC学生と世界27か国か

らの交換留学生と楽しく思い出に残るクリスマス交流を過ごしました。 

12月26日AM 台湾台中RID3460地区との交流会  台中青年高中(高校)に新設のIAC認証伝達式参加 

12月 26日 PM 台湾新竹元培医科大学の交流会 

12月 26 日 PM 台湾新竹 RID3500 地区との交流会 

12月 28日 PM 

解散式  

全員、元気に帰国



          

クラブ活動報告 

2015 年ネパール学校建設支援訪問 

橋本ロータリークラブ 

 

４月２５日のネパール地震のため延期にな

っていた橋本ＲＣの学校建設支援プログラム

2014 年度支援のプラバット高等中学校と、

2015 年度支援のシルジャナ初等中学校の開

校式に出席するため橋本ＲＣ喜多、大沼、辻

の３会員が、１０月２８日から１１月９日ま

でネパールを訪問しました。今回は同時にカ

トマンズＲＣ、パタン・ダルバール・スクェ

アＲＣ、パルパＲＣを訪れ、ＲＩ2640 地区で

募ったネパール震災義援金を、従来私達の支

援活動を現地でサポートしてくれているパル

パＲＣ垣見一雅（ＯＫバジー）会員に届ける

使命を担っていました。 
ところが、ネパール憲法制定（９月）後イ

ンド国境に近いマデシ系民族が州割に反対し、

インドからの物資がストップしているとの情

報があり、特にガソリン、軽油、プロパンガ

スが入手出来ないため遠距離移動を要するパ

ルパの学校に行けるどうかが懸念され、事前

にエージェントに頻回に亘り燃料確保を指示

して、例年よりも日程に余裕を持たせて出発

しました。南廻り（バイラワ経由）は、マデ

シ系民族の地域になるので、北回り（ポカラ

経由）に変更しタンセンへ向いました。ガソ

リンスタンドでは給油の車が２~３キロ並ん

でおり給油まで３日間位掛る状態でした。こ

のため幸か不幸か恒常的に認められる渋滞が

なくなり、私達は何時もよりスムーズに移動

できました。 
１校目のプラバット高等中学校は、昨年訪

問時には、パルパ県と共同出資で県予算の関

係上未着工でしたが、今回は完工しており２

階建ての校舎で２階部分が橋本ＲＣの支援し

た教室で大変立派なものでした。250 名の生

徒と先生、父兄の歓迎を受け、昨年も同地を

訪問していたので旧交を温める雰囲気でした。 
２校目のシルジャナ初等中学校は、長距離

徒歩を強いられる山の上にありました。160
名もの生徒が何処から集まってくるのかと疑

問に思うほどの場所で、険しい獣道のような

道を通学しているようでした。開校式典では

子供の民族舞踊で歓迎を受け和やかな時間を

過ごしました。式典後、鶏を潰し年に何回か

のご馳走チキンダルバートを美味しくいただ

きました。 
また、式典中大沼会員が右目に障害のある

女生徒を見つけ、手術で治癒できるなら都会

の病院で治療するように費用負担を申し出、

父兄、校長先生に相談の上、後日連絡をくだ

さる約束を交わしまた。 
両校に、橋本 RC2014～2015 年度会長個人

の支援金を会場で披露し、橋本 RC 基金とし

て有効に使っていただくようお願いしました。

パルパ地方では銀行利息が１８パーセントあ

るので、利息で図書、学用品を購入できると

喜ばれました。 
ネパールの学校建設支援も４校目となると、

就学事情も少し理解出来てきました。識字率

向上のため学校建設支援を行ってきましたが、

山間部程卒業まで就学を継続する生徒が少な

くなる。それは子供の仕事が多くなっている

からで、例えば水汲み、燃料の薪拾い、家畜

の餌やり等、その仕事の軽減も含めたサポー

トも必要と痛感しました。 
今後、橋本ＲＣはバイオガス装置、共同水

汲み場、ソーラー電気等のインフラ整備で子

供の仕事軽減に繋がる支援活動も進めていき

たいと思います。 



          

クラブ活動報告 

「世界エイズデー2015 in 和歌山」 

和歌山東ロータリークラブ 

 

2015 年 11 月 21 日（土）、「世界エイズ

デー2015 in 和歌山」の行事が和歌山大学

構内で開催されました。この事業はエイズ

に関する正しい知識の啓発、エイズのまん

延防止及び患者、感染者に対する差別、偏

見の解消を図る事を目的として居ます。 

 当日は和歌山県、市、臨床衛生検査技師

会、大学祭実行委員会、そして、和歌山西

ロータリークラブの方々が中国の留学生

6 名を招いて、等多くの参加で行事は有効

なものとなりました。御参加の会員の皆様

本当に有難う御座いました。尚、2640 地

区よりも一部協賛されております。 

この事業は平成５年に、当時の成川パス

トガバナーより依頼があり、スタート致し

ました。最初は小規模なものでしたが、現

在は多くの組織が参画し有効なスケール

に発展し、かなり評価されるものとなりま

した。国際ロータリー第 2640 地区の社会

奉仕委員会が傾

注し、育成して

きた事業であり

ます。 

当日は大学祭

の最中で、多く

の学生や一般の

方々が見えまし

た。行なったの

はエイズ知識の

クイズ、スタン

プラリー、エイ

ズ知識の説明会、そして当日の血液検査、

ティシュ配布等の行事でした。血液の即日

検査でも予想以上の方々が受けてくれま

した。今、関西ではエイズ患者が増加しつ

つあります。この運動が少しでも効果があ

る事を念じて居ります。中国からの留学生

も手伝っていただいて感謝でした。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   中国の留学生も参加してくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エイズデータの説明・臨床衛生検査技師会 



          

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



          

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【アクセス】 
原町北を直進し、本多町交差点を左折、 
一つ目信号（長野保育園）を右折すると左手す

ぐに駐車場がありますので、お車はそちらに停

めていただき、元の道に戻り直進、次の信号の

角の建物の２階が事務所です。（徒歩約 3 分） 
 
【最寄り駅】 
南海高野線 河内長野駅 

国際ロータリー第 2640 地区 ガバナー事務所 

 〒586-0017  大阪府河内長野市古野町 7-42 2F 
       TEL 0721-55-2640 FAX 0721-55-2641 
       e-mail  hidekazu-2640@pure.ocn.ne.jp 
       URL http://rid2640g.com 


